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低圧ブレーカーも計画的な更新を!!
原町事業所 高橋 雄希

低圧ブレーカーの経年劣化による停電事故を紹介
します。

〔状況〕
４月中旬の９時30分頃、ホームセンターの店長よ
り「灯油販売所で電気が使えないので点検してほし
い」と事業所に連絡があり、出動しました。10時15
分頃現場に到着し、店長に状況をお伺いしたところ、
「灯油販売コーナーのブレーカーが突然入らなく
なった」とのことでした。
４月中旬でもまだ肌寒い日が続いており、当日も
寒い中、多数のお客さまが灯油を購入しに来店して
いましたが、灯油を販売することができずに店長は
困惑していました。

〔調査〕
灯油販売コーナー内の分電盤を確認すると、電灯
回路の主幹漏電ブレーカーが開放（切）しているの
を確認しました。当該ブレーカーで絶縁抵抗測定を
実施した結果、5.0メグオームで異常はありません。
また、灯油販売コーナーの蛍光灯器具、コンセン
ト及び給油機などの外観点検も実施しましたが、異
常はありません。絶縁抵抗測定結果及び外観点検と
もに異常がないことから、主幹ブレーカーを投入し
ましたが、すぐに切れてしまいます。
次に、ブレーカーの負荷を切り離して、無負荷の
状態で再投入しますが、また、すぐにブレーカーは
切れてしまいます。その後も何度か投入しますが、
切れてしまいます。

〔原因〕
確認すると、当該ブレーカーは製造後18年経過し
ており、塵埃などで外観も汚損していることから、
経年劣化による内部機構の不良によるものと推測さ
れます。

〔復旧〕
店長に電気工事会社を手配し、ブレーカーを交換
していただくよう説明したところ、「当ホームセン
ターにブレーカーの在庫品があり、保安協会で交換
してほしい」との依頼がありました。早速、ブレー
カーの交換作業を実施し、12時00分頃に復旧しました。

〔お客さまの声〕
店長より「早急な原因調査とブレーカー交換まで
迅速に対応していただき、とても感謝しています」
とお礼の言葉をいただきました。また、「灯油購入
のお客さまを多少待たせてしまいましたが苦情もな
く、すぐに灯油販売ができたので安心しました」と
喜んでおられました。

〔まとめ〕
今回の事例は、お客さまの業種がホームセンター
ということもあり、ブレーカーの在庫があったこと
から早めに復旧することができましたが、ブレー
カーの種類、容量によっては在庫がない場合や、手
配や準備に時間を要し、復旧するまで長時間の営業
停止も考えられます。
日頃の点検において、事故未然防止のために、ブ
レーカーを含めた低圧設備の計画的な更新について
もお勧めしてまいります。
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